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寺
田
和
夫
事
務
局
長
が
、
９
月

30
日
付
で
退
任
し
ま
し
た
。
そ
の

後
任
と
し
て
、
10
月
１
日
か
ら
事

務
局
長
代
行
を
委
嘱
さ
れ
た
昭
和

46
年
卒
佐
藤
英
明
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
４
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
は
、
成
功
裏
に
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
多
大
な

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
、
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
が
10
月
11
日
に
発
表
さ
れ
、

化
学
兵
器
禁
止
機
関
（
Ｏ
Ｐ
Ｃ

Ｗ
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
Ｏ

Ｐ
Ｃ
Ｗ
の
査
察
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

藤
井
雅
行
さ
ん
は
、
本
校
平
成
２

年
卒
で
す
。
本
校
関
係
者
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る
の
は
初
め
て

で
す
。
そ
の
快
挙
を
同
窓
生
と
し

て
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
夏
は
、
異
常
気

象
で
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
竜
巻
が
ニ

ュ
ー
ス
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。
こ
の

竜
巻
は
、
日
本
で
こ
そ
大
き
な
ニ

ュ
ー
ス
に
な
る
も
の
の
、
ア
メ
リ

カ
で
は
、
日
常
茶
飯
事
で
ニ
ュ
ー

ス
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
そ
う

で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
竜
巻
の
研
究

は
、
ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
最
先
端

だ
そ
う
で
す
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
で
、

竜
巻
予
知
の
第
一
人
者
が
オ
ク
ラ

ホ
マ
大
学
佐
々
木
嘉
和
名
誉
教
授

で
、
本
校
昭
和
19
年
卒
の
同
窓
生

で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
竜
巻
多
発
地

帯
を
舞
台
と
し
、
危
険
な
観
測
に

挑
む
竜
巻
研
究
者
夫
婦
の
姿
を
描

い
た
「
ツ
イ
ス
タ
ー
」
と
い
う
映

画
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
も
佐
々
木

嘉
和
名
誉
教
授
だ
と
い
い
ま
す
。

も
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
気
象
部

門
が
あ
っ
た
ら
、
佐
々
木
嘉
和
名

誉
教
授
が
受
賞
し
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
秋
田
高
校
卒
業
生
は
、
世

界
を
も
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
　

以
上
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
ら
み
の

二
つ
の
情
報
提
供
が
事
務
局
に
あ

り
ま
し
た
。

▼
１
４
０
周
年
記
念
事
業
関
連
に

多
く
の
誌
面
を
割
い
た
。
同
窓
各

位
に
は
別
刷
り
広
報
と
あ
わ
せ
て
、

節
目
の
事
業
全
体
像
が
お
分
か
り

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
▼
メ
ル
ボ
ル
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
日
本
代
表
に
し
て
母
校
の
大
先

輩
、
故
鈴
木
重
晴
氏
の
足
跡
を
紹

介
し
た
。
貴
重
な
写
真
は
長
女
雅

子
さ
ん
の
提
供
に
よ
る
。
往
時
の

活
躍
を
し
の
び
つ
つ
ご
冥
福
を
祈

る
▼
理
不
尽
な
武
力
衝
突
の
犠
牲

に
な
っ
て
満
足
な
医
療
を
受
け
ら

れ
ず
に
路
頭
に
迷
う
子
ど
も
た
ち

が
世
界
中
で
後
を
絶
た
な
い
。
秋

田
か
ら
国
境
な
き
医
師
団
に
身
を

投
じ
て
人
道
支
援
に
立
ち
上
が
っ

た
菅
原
美
紗
さ
ん
。
身
の
危
険
を

顧
み
ず
紛
争
地
域
に
分
け
入
る
医

師
と
し
て
の
責
任
感
、
心
の
強
さ
、

勇
気
あ
る
行
動
力
に
胸
を
打
た
れ

る
。

（
消
息
筋
）

哀
悼
（

）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
22
年

４
月

八
柳
　
一
夫
（
昭
29
）

５
月

沓
沢
　
尚
之
（
昭
16
）

佐
藤
　
　
等
（
昭
47
）

６
月

有
坂
洸
太
郎
（
平
12
）

11
月

伊
勢
　
啓
一
（
昭
11
）

平
成
24
年

２
月

髙
橋
　
　
信
（
昭
46
）

５
月

新
岡
　
　
丈
（
昭
54
）

７
月

野
手
　
正
吉
（
昭
13
）

８
月

金
　
　
重
男
（
昭
26
）

越
後
谷
金
雄
（
昭
28
）

田
中
　
洋
司
（
昭
37
）

10
月

中
村
　
淳
朗
（
昭
12
）

山
田
　
宗
一
（
昭
16
）

11
月

太
田
　
義
男
（
昭
21
）

12
月

大
西
　
　
宏
（
昭
20
④
）

小
西
　
寿
一
（
昭
23
）

藤
田
　
英
夫
（
昭
27
）

村
上
　
雅
英
（
昭
32
）

失
礼
な
が
ら
敬
称

は
省
略
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た

平
成
25
年

１
月

梅
原
　
文
夫
（
昭
18
）

藤
原
　
正
夫
（
昭
19
）

菅
原
　
昭
男
（
昭
23
）

２
月

佐
々
木
正
勝
（
昭
11
）

幸
野
　
嘉
吉
（
昭
18
）

佐
藤
　
信
夫
（
昭
20
④
）

佐
藤
　
光
一
（
昭
26
）

池
田
　
恭
二
（
昭
30
）

金
野
　
陽
一
（
昭
30
）

桜
田
　
侑
宏
（
昭
30
）

太
田
　
清
勝
（
昭
38
）

３
月

野
口
　
養
吉
（
昭
19
）

加
藤
　
有
規
（
昭
23
）

道
山
　
　
允
（
昭
26
）

門
脇
征
矢
男
（
昭
26
）

関
谷
　
敬
喜
（
昭
29
）

４
月

今
　
　
行
雄
（
昭
11
）

安
倍
礽
太
郎
（
昭
11
）

関
　
　
善
一
（
昭
11
）

中
川
　
重
徳
（
昭
15
）

九
嶋
　
廣
政
（
昭
21
）

加
賀
谷
　
強
（
昭
26
）

五
十
嵐
大
之
（
昭
27
）

櫻
田
　
　
昌
（
昭
29
）

小
松
　
　
進
（
昭
29
）

鈴
木
　
　
喬
（
昭
29
）

高
橋
　
邦
雄
（
昭
31
）

仲
野
谷
祐
介
（
昭
32
）

間
杉
喜
栄
治
（
昭
34
）

大
島
光
太
郎
（
昭
40
）

藤
原
　
秀
明
（
昭
41
）

田
口
　
善
郎
（
昭
46
）

浪
岡
　
　
淳
（
昭
59
）

５
月

伊
藤
　
晴
康
（
昭
19
）

長
谷
川
吉
宏
（
昭
25
）

斉
藤
　
龍
男
（
昭
26
）

小
野
岡
　
茂
（
昭
31
）

橋
本
　
国
晴
（
昭
39
）

五
十
嵐
武
士
（
昭
40
）

岩
見
谷
周
志
（
昭
42
）

６
月

宮
越
　
道
晃
（
昭
20
④
）

沼
倉
　
　
暁
（
昭
20
④
）

三
浦
　
金
男
（
昭
25
）

熊
地
冨
士
夫
（
昭
25
）

谷
藤
　
昭
夫
（
昭
25
）

三
船
　
弘
雄
（
昭
32
）

播
磨
屋
勝
生
（
昭
38
）

進
藤
　
龍
生
（
昭
45
）

岩
田
　
　
望
（
昭
58
）

７
月

武
田
政
二
郎
（
昭
17
）

加
藤
　
昭
典
（
昭
20
④
）

飛
田
良
太
郎
（
昭
20
⑤
）

佐
藤
　
金
勇
（
昭
25
）

矢
野
　
　
浩
（
昭
26
）

金
子
　
昭
二
（
昭
32
）

熊
井
　
鉦
治
（
昭
33
）

藤
岡
　
冝
介
（
昭
38
）

田
中
　
　
満
（
昭
45
）

８
月

丸
山
　
正
治
（
昭
21
）

湯
川
　
雄
二
（
昭
26
）

佐
々
木
由
行
（
昭
26
）

辻
　
　
保
一
（
昭
38
）

岩
川
作
丕
圖
（
昭
39
）

加
賀
谷
　
誠
（
昭
43
）

９
月

宮
田
　
敏
正
（
昭
17
）

10
月

佐
藤
　
勘
一
（
昭
17
）

※
（
　
）
内
の
表
示
は
卒
業
の
年
。

※
（
昭
20
④
）
は
旧
制
中
学
を
４

年
で
卒
業
し
た
こ
と
を
表
す
。
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